
平
成
二
十
三
年
度
に
お
け
る
公
債
の
発
行
の
特
例
に
関
す
る
法
律
案
に
対
す
る
附
帯
決
議
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平
成
二
十
三
年
八
月
二
十
六
日

政
府
は
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
、
十
分
配
慮
す
べ
き
で
あ
る
。

一

近
年
、
公
債
発
行
額
が
税
収
を
上
回
る
等
、
極
め
て
深
刻
な
財
政
状
況
に
あ
る
こ
と
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
歳
出
の
徹
底

し
た
見
直
し
・
削
減
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興
に
必
要
な
資
金
の
確
保
と
と
も
に
、
特
例

公
債
の
発
行
額
の
抑
制
に
も
最
大
限
努
め
る
こ
と
。

一

子
ど
も
手
当
の
見
直
し
に
よ
る
歳
出
の
削
減
に
関
し
て
は
、
平
成
二
十
三
年
度
第
三
次
補
正
予
算
に
お
い
て
、
減
額
補
正

を
含
む
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
等
、
本
法
律
案
附
則
を
確
実
に
遵
守
す
る
と
と
も
に
、
農
業
戸
別
所
得
補
償
制
度
、
高
校
の

実
質
無
償
化
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
制
度
の
在
り
方
を
含
め
て
必
要
な
見
直
し
の
検
討
を
行
い
、
平
成
二
十
三
年
度
第
三
次

補
正
予
算
及
び
平
成
二
十
四
年
度
予
算
の
編
成
プ
ロ
セ
ス
な
ど
に
当
た
り
、
政
策
効
果
の
検
証
を
基
に
、
誠
実
に
対
処
す
る

こ
と
。
ま
た
、
高
速
道
路
無
料
化
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
四
年
度
予
算
概
算
要
求
に
お
い
て
計
上
し
な
い
こ
と
と
す
る
こ

と
。

一

欧
州
信
用
不
安
や
米
国
債
の
格
下
げ
等
、
国
際
的
に
国
債
の
信
認
に
対
し
て
厳
し
い
視
線
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
中
、
国
債

残
高
が
累
増
し
て
い
る
我
が
国
に
お
い
て
国
債
に
対
す
る
信
認
確
保
の
重
要
性
が
一
層
増
加
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
償

還
確
実
性
に
対
す
る
疑
念
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
国
債
償
還
に
関
す
る
諸
制
度
の
運
用
を
図
る
と
と
も
に
、
国
債

管
理
政
策
の
手
法
に
関
す
る
新
た
な
幅
広
い
議
論
に
も
十
分
に
配
慮
す
る
こ
と
。

一

国
債
の
安
定
消
化
に
向
け
て
、
投
資
家
の
金
利
リ
ス
ク
管
理
及
び
国
債
の
流
動
性
維
持
等
に
資
す
る
国
債
発
行
・
流
通
環

境
の
整
備
に
努
め
る
こ
と
。

一

国
際
的
な
金
融
情
勢
が
不
確
実
さ
を
増
す
中
、
公
的
年
金
の
運
用
に
当
た
っ
て
は
、
安
全
性
の
高
い
運
用
を
基
本
と
し
、

適
切
な
資
産
負
債
管
理
（
Ａ
Ｌ
Ｍ
）
を
行
う
こ
と
。

右
決
議
す
る
。


